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研究成果の概要（和文）：アジアにおける高等教育の国際化を「知識外交」という概念を用いて分析した本研究
では、次のような研究を実施した。(1)高等教育の国際化の進捗をモニタリング・評価するための指標作成を、
国連教育科学文化機関（ユネスコ）と共に実施し、Policy Briefとして刊行した。(2)アジアにおける高等教育
の国際化の状況をを理解するために、2016年から2019年まで毎年、専門家会合をユネスコと共同で開催した。30
名以上の専門家が集まり、国レベルならびに地域レベルでの状況について情報を共有し、意見交換を行った。
(3)国別事例研究を行い、5カ国（インド、韓国、中国、タイ、マレーシア）に関する報告書を作成した。

研究成果の概要（英文）：In this study, which analyzed the internationalization of higher education 
in Asia using the concept of "knowledge diplomacy," the following research was conducted. (1)
Together with the Directorate General for Education in Asia and the Pacific of the United Nations 
Educational, Scientific and Cultural Organization (UNESCO), we developed indicators for monitoring 
and evaluating the progress of the internationalization of higher education. The results were 
published as a UNESCO Policy Brief. (2)More than 30 experts gathered to share information and 
exchange views on the situation of internationalization of higher education at the national and 
regional levels in Asia. Every year from 2016 to 2019, more than 30 experts gathered to share 
information and exchange views on this topic. (3)Country-specific case studies were conducted and 
reports on five countries (India, Korea, China, Thailand, and Malaysia) were prepared.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の特色であり独創的な点は、アジア諸国が「知識外交」を展開するなかで大学が果たしている役割を、と
くに国際化に焦点をあてつつ、実証的に明らかにしたことにある。これまで、高等教育の国際化が「知識外交」
に及ぼす影響について検証した研究は国際的にも十分な蓄積があるとは言えず、本研究の成果はアジアのみなら
ず世界各地の「知識外交」と高等教育の関係を考える際の貴重な参照枠組みとなることが期待できる。本研究で
得られた知見を踏まえて今後の日本の「知識外交」に関する政策形成に対して、今後も積極的に提言を行ってい
くことが可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
知識基盤社会と呼ばれる今日の国際社会では、「知」の創出・獲得・発信において優位を得る

ために多くの国家が学術活動や研究開発への投資を競うように増大させている。それらの国の

なかには、科学研究や知的生産が外交政策の重要な柱に位置づけられているケースがしばしば

見られる。こうした「知」の国際競争は、国際社会における国家の政治的ならびに経済的な優位

性を確立させるうえで重要な要因となっていることは、Joseph S. Nye Jr. による「ソフト・パ

ワー」や「スマート・パワー」に関する研究で指摘されてきた通りである。また、近年、世界各

地の大学が国際化を進め、研究者や学生たちの国際的な移動が活発化するなかで、これらの人々

が果たす文化的な「外交官」としての役割が重要度を高めている。加えて、留学生のなかには自

国へ帰国した後に、政治、経済、文化などの諸分野で指導的な立場に就いている者も少なくない。 

これらの現象は「知識外交（Knowledge Diplomacy）」とその影響として捉えることができる

が、こうした概念は、Michael Ryan（1988）をはじめとする国際政治学や国際関係論の研究者

たちが主導する形で 1990 年代から議論されてきた。そして、先進諸国を中心に、より戦略的な

「知識外交」あるいは「科学外交（Science Diplomacy）」を推進することが、国家の国際的な競

争力の維持・向上のために不可欠であることが広く認識されるようになった。日本でも 1995 年

の科学技術基本法の施行によって「科学技術創造立国」の旗印を掲げ、産官学の連携による科学

技術振興が目指されてきた。諸外国においても、2010 年にはロンドン王立協会が『科学外交の

新領域－権力バランスの変容を導く－』という報告書を出したり、2012 年にカナダの国際教育

戦略に関する諮問委員会が報告書『国際教育－カナダの将来的な繁栄の原動力－』をまとめるな

ど、「知識外交」を強化することが将来的な国力の増強に繋がると考えられている。 

ただし、こうした「知」をめぐる国際競争は、学術の公共性や学問の自由といった伝統的な価

値観を揺らがす要因ともなっていることに留意する必要がある。なかでも、知的生産活動の拠点

である高等教育機関には多大な影響が及んでおり、大学の自治をはじめとする高等教育機関の

基盤に対して問い直しを迫るような状況が散見される。とりわけ、近年、大学の国際化が非常に

活発化するなか、学術的な価値観よりも政治的あるいは経済的な観点から大学に改革を迫る動

きが顕在化している（上山隆大（2010）の「アカデミック・キャピタリズム」論、WTO のサー

ビス貿易協定、WIPO による知的財産保護に関する制度構築など）。そうした動きを加速化する

要因のひとつとして、国際的な大学ランキングの影響力の増大なども挙げることができる。 

このような高等教育の国際化における公共性の問題については、Knight、Marginson、Altbach、

Kehm、Massen、de Wit といった研究者たちが国際的な議論をリードしてきた。とくに Knight

らが国際大学協会（IAU）と共同で実施した世界調査の結果は、グローバル化する高等教育市場

の現状を明らかにするとともに、高等教育の国際化が学術の公共性に及ぼす影響や課題を提示

している。また、国内では、塚原、山本、羽田、大塚、米澤などによって、高等教育の国際化が

社会に及ぼす影響について、諸外国の動向を視野に入れつつ多角的な分析が行われている。しか

しながら、「知識外交」に対して高等教育の国際化が及ぼす影響について、とくに実証的に明ら

かにするような研究は、管見の限り、国内外ともにこれまでほとんど行われてこなかった。 
 
 
 
２．研究の目的 



 
本研究は、アジアにおいて高等教育の国際化が「知識外交」に対してどのような影響を及ぼし

ているのか、定性的研究と定量的研究を組み合わせて実証的に明らかにすることを目的として

行った。そのために、国レベルにおける高等教育の国際化が、国家による「知識外交」の展開や

そのインパクトに対してどのような影響を及ぼしているのかを検証するとともに、アジアの地

域・サブ地域レベルでも高等教育の国際化によって「知識外交」がどのように促進（あるいは阻

害）されたり、そのインパクトがどのような形で具体的な現象として立ち現れているのかを明ら

かにした。 

本研究では、高等教育の国際化がいかなる影響を「知識外交」に及ぼしているのかについて、

とくにアジアにおける国レベルならびに地域レベルの事例を取り上げ、実証的な国際比較研究

を行った。なお、本研究でアジアに焦点を絞る理由は、留学生数の急増といった統計データなど

にも明確に表れているように、世界各地の高等教育システムのなかでも今日最も積極的に国際

化を推進しているのがアジア諸国の大学であると考えられるためである。また、アジア諸国は政

治的にも経済的にも国際社会における存在感を高めており、そうした地政学的要因が高等教育

を「知識外交」に活用するうえでいかなる影響を及ぼしているのかを明らかにすることを目指し

た。 

こうしたアジアにおける実証研究を踏まえたうえで、高等教育の国際化が進展するなかで、大

学が有する知的・人的・物的な資源が「知識外交」にいかなる役割を果たしているかを解明し、

国際高等教育と「知識外交」に関する理論的な枠組みを構築することを目指した。 

そして、これらの実証研究と理論研究にもとづき、日本が「知識外交」をさらに促進していく

ために、どのように大学が国際化していくべきかについての提言をまとめることが、本研究の目

的であった。 
 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、（1）関連研究のレビューと理論研究、（2）高等教育の国際化をモニタリング・評

価するための指標開発、（3）国レベル・地域レベルでの事例研究（関係者への面接調査、文書分

析、世論調査の分析など）、という 3 つの研究を行った。これらの研究を実施するにあたっては、

「相互パワー」の概念を理論的基盤としたが、この概念を国内レベルでの多様なアクターの相互

作用によって形成される「外交力」に関してのみならず、地域・サブ地域レベルにおける国家間

の相互作用によって形成される「外交力」にも適用し、分析を行った。 

これらの研究を行うために、ユネスコのアジア太平洋教育総局と連携し、毎年、タイのバンコ

クで専門家ワークショップを開催し、研究に関する協議を行ったり、研究成果の共有を図ったり

してきた。このワークショップは、次の研究成果としても挙げるように、アジア太平洋諸国の専

門家たちと強固な研究ネットワークを構築するうえで、非常に貴重な機会となった。 
 
 
４．研究成果 
 

本研究の成果は、以下の 3点に集約することができる。 

(1) 高等教育の国際化の進捗をモニタリング・評価するための指標作成を、国連教育科学文化機

関（ユネスコ）アジア太平洋教育総局とともに行った。この成 果は、ユネスコの Policy Brief

として刊行した。 

(2) アジアにおける高等教育の国際化の状況を把握し、どのような進展があり、いかなる課題が



あるかを理解するために、2016 年から 2019 年まで毎年、専門家会合をユネスコと共同で

開催した。30 名以上の専門家が集まり、国レベルならびに地域レベルでの状況について情

報を共有し、意見交換を行った。 

(3) 国別事例研究を行い、5 カ国（インド、韓国、中国、タイ、マレーシア）に関する報告書を

作成した。 

これらの研究をまとめ上げた成果として、香港比較教育学会の学会誌『International Journal 

of Comparative Education and Development』誌の特集号を刊行した。 

本研究の特色であり独創的な点は、アジア諸国が「知識外交」を展開するなかで大学が果たし

ている役割を、とくに国際化に焦点をあてつつ、実証的に明らかにしたことにある。これまで、

高等教育の国際化が「知識外交」に及ぼす影響について検証した研究は国際的にも十分な蓄積が

あるとは言えず、本研究の成果はアジアのみならず世界各地の「知識外交」と高等教育の関係を

考える際の貴重な参照枠組みとなることが期待できる。 

もちろん、国際高等教育論の新たな理論的枠組みの構築、という当初掲げた目標に比して、実

際の研究成果は事例研究の集積と指標の開発、ならびに、それらを踏まえた概論の提示というレ

ベルにとどまっており、新たな理論枠組みを構築するには至っていない。しかしながら、本研究

で得られた知見を踏まえて今後の日本の「知識外交」に関する政策形成に対して、これからも積

極的に提言を行っていきたいと考えている。 

 なお、これらの研究を実施するうえで、ユネスコを中心としてアジア太平洋諸国の専門家たち

との研究ネットワークを構築し、そのネットワークを活用しながら国際共同研究を推進してき

たことを、特に記しておきたい。このネットワークは、今後さらに研究を発展させていくうえで、

大いに活用していくことを計画している。 
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